ＮＨＫ大阪放送局
局長　堂元　光　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１１年８月２日
NHK問題京都連絡会
いろいろな団体の方とお話しをして以下のようなことをNHK大阪放送局として取材し、放送してほしいとの要望を受けました。よろしくご配慮下さい。
「放送に反映させてもらいたいこと」（メモ）
1． 原発の現場にカメラを入れ、老朽原発（４０年超）の実態についての報道を
· 「加圧型の原子炉では加圧容器の中性子脆化に加えて蒸気発生器の伝熱管損傷が大きな問題です。8千本以上の細管があるが、亀裂が入ると栓をして蒸気を通さないようにするそうだ。栓をした細管が半分以上という話を聞いた。若狭のどの原発か知りたい。」
· 「蒸気発生器全体を交換した、という話も聞いているが、それがどの炉かもわからない。ともかく、蒸気発生器の事故は過去に何件もある。NHKのカメラが入って調べてほしい。」
2． 若狭原発群が置かれている津波の危険と浦底断層の報道の続報を
・　「『５．２７かんさい熱視線』で明らかにされた『原発立地』に際して義務づけられている「過去の大地震・大津波」の検証から『天正大地震・大津波』が排除されていた事実は許されることではない。今からでも「検証」を行う必要がある。
・　「同番組で関西大学の河田惠昭教授が「津波は若狭湾の地震だけでなく、朝鮮半島の地震からも起きる」と発言していた。その解明も必要ではないか。」
· 「『６．３かんさい熱視線』で明らかにされた敦賀原発のすぐ横を通る『浦底断層』の周りにある『破砕帯』の危険についてさらに追求してほしい。」
3． 原発事故と琵琶湖の汚染に焦点を当てた番組を
· 「SPEEDI（緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム）を用いた琵琶湖汚染の危険性についての専門家のシミュレーションを放送してほしい」
4． 停止中の「もんじゅ」に今でも毎年１００億円？
・　　「もんじゅ」は原発としては停止中にもかかわらず、循環する金属ナトリウムが固化しないよう高温液体として流し続けている。それにかかる電気代は毎年１００億円、建設費と併せて過去１６年間に１兆円以上の「税金（エネルギー特別会計）」がつぎ込まれているという。是非その実態に迫ってほしい。
